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緩和ケア部長 新井先生と 8 階西病棟 高橋看護師長を中心とした多職種のチーム

異
な
り
、
で
き
る
限
り
日
常
生

活
に
近
い
入
院
生
活
が
送
れ
る

よ
う
部
屋
の
設
備
が
工
夫
さ
れ
、

ソ
フ
ァ
ー
の
置
か
れ
た
談
話
室

や
畳
の
家
族
控
え
室
、
共
有
キ
ッ

チ
ン
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
飾
り
付
け
が
さ
れ
、
お
花

見
や
夏
祭
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
な

ど
季
節
毎
の
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
誕
生

祝
い
な
ど
は
、
ご
家
族
と
一
緒

に
祝
い
の
歌
を
歌
い
、
記
念
撮

影
を
し
て
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
せ
る
よ
う
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
流

行
に
伴
い
一
時
期
閉
棟
し
て
い

ま
し
た
が
、
令
和
５
年
４
月
か

ら
再
開
し
て
い
ま
す
。
感
染
対

策
を
行
い
な
が
ら
家
族
の
面
会

や
外
出
な
ど
も
再
開
し
、
患
者･

家
族
の
笑
顔
が
戻
っ
て
き
て
い

ま
す
。
寄
り
添
う
心
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
ご
家
族
を
含
め
た
支

援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

剤
師
、
理
学
療
法
士
、
栄
養
士
、

心
理
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
が
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
支

援
い
た
し
ま
す
。

　

病
棟
内
は
、
一
般
病
棟
と
は

　

緩
和
ケ
ア
と
は
、
が
ん
と
診

断
さ
れ
た
と
き
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
が
ん
が
進
行
し
て
か
ら
受

け
る
も
の
で
は
な
く
、
治
療
と

と
も
に
つ
ら
さ
を
感
じ
る
と
き

は
い
つ
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
は
、
患
者
さ
ま
の
生

き
る
こ
と
を
支
え
る
た
め
の
治

療
で
す
。

緩
和
ケ
ア
病
棟
と
は

　

専
門
的
緩
和
ケ
ア
に
特
化
し

た
病
棟
で
す
。
が
ん
な
ど
の
命

に
関
わ
る
病
気
を
お
持
ち
の
患

者
さ
ま
に
対
し
て
、
が
ん
を
治

す
た
め
の
治
療
で
は
な
く
、
身

体
の
痛
み
や
息
苦
し
さ
、
心
の

つ
ら
さ
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る

よ
う
な
治
療
や
ケ
ア
を
行
い
ま

す
。

　

医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
や

看
護
師
（
が
ん
専
門
看
護
師
、

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
、
退
院

支
援
看
護
師
）
だ
け
で
な
く
薬

病棟紹介
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緩和ケア病棟（８階西）紹介
８階西病棟看護師長　高橋才子



基本情報

ご夫婦で患者さんを支えています

先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

当
院
と
の
医
療
連
携
に
つ
い
て
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

毎
日
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、休
日
は

ど
う
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

地
域
の
方
々
、患
者
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
休
日
は
花
を
育
て
た
り
、
野
菜
を
植
え

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
入
口
か
ら
見
え
る

畑
の
花
や
野
菜
も
自
分
た
ち
で
育
て
て
い

ま
す
。

　
患
者
さ
ん
か
ら
苗
を
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
、
農
家
の
患
者
さ
ん
か
ら
コ
ツ
を
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
育
て
た
り
、
在
宅

で
お
看
取
り
し
た
患
者
さ
ん
が
育
て
て
い

た
お
花
を
い
た
だ
き
育
て
て
い
ま
す
。
お

花
を
見
に
行
く
の
も
好
き
で
今
度
は
あ
じ

さ
い
を
植
え
て
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
訪
問
診
療
が
不
安
な
方
や
、
家
に
帰
っ

て
も
何
も
で
き
な
い
と
悩
ん
で
し
ま
う
方

も
多
く
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、当
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
相
談
し
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で

す
。

　
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
些
細
な
こ
と
で
も
悩

ま
な
い
で
相
談
し
て
ほ
し
い
と
い
う
方
針

で
す
の
で
、
病
気
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

介
護
の
こ
と
で
の
悩
み
で
も
気
軽
に
相
談

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
機

関
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
相
談
す
る
場
所

と
し
て
も
、
ご
利
用
く
だ
さ
る
と
幸
い
で

す
。

　
緊
急
性
を
要
す
る
患
者
さ
ん
も
積
極
的

に
受
け
て
く
だ
さ
り
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
緩
和
ケ
ア
に
関
し
て
、

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
24
時
間
体
制
で
対
応
し

て
い
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
で
は
対
応
が

で
き
な
い
際
に
は
那
須
赤
十
字
病
院
に
連

絡
し
、
※
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
を
出
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
前
方
支
援
だ
け
で
な
く
、
ご
自
宅
に
帰

り
た
い
患
者
さ
ん
を
那
須
赤
十
字
病
院
の

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
さ
ん

が
繋
い
く
だ
さ
る
の
で
、
後
方
支
援
の
面

で
も
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
在
宅
療
養
な
ど
で
は
後
方
支
援
の
部
分

が
重
要
と
な
る
た
め
、
今
後
も
オ
レ
ン
ジ

カ
ー
ド
の
継
続
を
し
て
く
だ
さ
る
と
非
常

に
心
強
い
で
す
。

　
那
須
赤
十
字
病
院
の
ド
ク
タ
ー
を
は
じ

め
、
事
務
の
方
々
や
地
域
医
療
連
携
の

方
々
な
ど
、
皆
さ
ま
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
退
院
支
援
の
看
護
師

さ
ん
に
も
電
話
で
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、と
て
も
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

診療科目：内科・外科

診療所の先生方はみなさんの健康を支えてく
れる心強いパートナー。こちらのコーナーで
は日々当院と連携いただいている診療所の先
生を紹介していきます。
今回は「ぽっぽクリニック」をご紹介します。

ぽっぽクリニック

●院長
　赤羽　麿行
●住所
　〒 329-2711
　栃木県那須塩原市
　石林 666-10
●電話番号
　0287-46-5103
●診療科目
　内科・外科
●休診日
　木曜日・土曜日午後
　往診対応・日曜日※オレンジカード：緊急時連携カード 在宅医療の患者さんが緊急時に、当院へ円滑に救急搬送でき

るようお渡ししているカード

登録医紹介
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ま
す
。

「
幼
児
安
全
法
」

　
子
供
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
防
止
と
そ

の
手
当
、
か
か
り
や
す
い
病
気
の
対
処
の
ほ

か
、
乳
幼
児
の
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

か
た
な
ど
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

　
各
種
講
習
の
ご
依
頼
に
つ
い
て
は
、
日
本

赤
十
字
社
栃
木
県
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
赤
十
字
ク
イ
ズ

　
令
和
３
年
度
の
救
急
法
基
礎
講
習
受
講
者

数
は
？

①
約
２
百
人　
②
約
２
千
人　
③
約
２
万
人

　
答
え
は
、
次
号
で
発
表
い
た
し
ま
す
。

《
前
号
の
答
え
》

　
世
界
赤
十
字
デ
ー
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
？

②
５
月
８
日

　
赤
十
字
の
創
始
者
の
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ
ナ

ン
の
誕
生
日
に
ち
な
み
、
毎
年
５
月
８
日
は

世
界
赤
十
字
デ
ー
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

る
短
期
講
習
が
あ
り
ま
す
。

　
各
講
習
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
救
急
法
」

　
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
日
常
生

活
に
お
け
る
事
故
防
止
、
急
病
の
手
当
、
出

血
や
骨
折
な
ど
の
け
が
の
手
当
の
ほ
か
、
災

害
時
の
心
得
な
ど
の
知
識
と
技
術
に
つ
い
て

学
べ
ま
す
。

「
水
上
安
全
法
」

　
泳
ぎ
の
基
本
、
事
故
防
止
と
プ
ー
ル
や
海

で
の
監
視
技
術
、
溺
れ
た
人
の
救
助
な
ど
に

つ
い
て
学
べ
ま
す
。

「
雪
上
安
全
法
」

　
ス
キ
ー
場
な
ど
で
の
事
故
防
止
や
、
け
が

人
の
救
助
と
手
当
の
方
法
、ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー

ル
に
必
要
な
知
識
と
技
術
に
つ
い
て
学
べ
ま

す
。

「
健
康
生
活
支
援
講
習
」

　
健
や
か
な
高
齢
期
を
す
ご
す
た
め
に
、
必

要
名
知
識
と
技
術
の
ほ
か
、
高
齢
者
の
自
立

し
た
生
活
を
目
指
し
、
家
庭
や
地
域
社
会
の

中
で
の
支
援
や
介
護
の
方
法
に
つ
い
て
学
べ

　
こ
ん
に
ち
は
、
前
回
は
「
赤
十
字
の
基
本

原
則
」
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
も
「
赤
十
字
救
急
法
等
講
習
」
に
つ

い
て
知
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
Ｖ
ｏ
ｌ
．
６

「
赤
十
字
救
急
法
等
講
習
」に
つ
い
て

　
赤
十
字
が
行
っ
て
い
る
講
習
は
現
在
、「
救

急
法
」、「
水
上
安
全
法
」、「
雪
上
安
全
法
」、

「
健
康
生
活
支
援
講
習
」、「
幼
児
安
全
法
」
の

５
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
救
急
法
で
は
、
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
、
気
道
異
物
除
去
な
ど
、
緊
急

性
の
高
い
手
当
を
４
時
間
に
ま
と
め
た
「
救

急
法
基
礎
講
習
」
の
参
加
機
会
を
多
く
設
け

る
こ
と
で
、
昨
今
、
重
要
性
が
増
し
て
い
る

「
市
民
に
よ
る
救
命
率
」
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
上
記
５

つ
の
講
習
は
、
資
格
が
取
得
で
き
る
一
般
普

及
講
習
や
指
導
員
養
成
講
習
、
希
望
者
の
希

望
に
よ
り
講
習
テ
ー
マ
や
内
容
を
選
択
で
き

＋
＋
＋
赤
十
字
っ
て
＋
＋
＋

社会課
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幹部職員と新入職員で記念撮影

那須野が原ハーモニーホールにて「よつばの会」原　千晶さん

救護テント前での集合写真

当院のマイタウンホールにて埼玉医科大学医学部　大西教授によるご講演

　那須赤十字病院に新たに約 90 名の新入職員が加わ
りました。
　4 月 1 日に採用職員の入社式があり、4 月 1 日～ 6
日まで新入職員にはオリエンテーションを実施し、各
部署へ配属されます。

　4 月 13 日那須野が原ハーモニーホールにて女優・
タレント・「よつばの会」代表の原 千晶さんを講師と
してお招きし、「大切にしたい自分の体～二度の子宮
がんを経験して～」をテーマとしてご講演いただきま
した。誠にありがとうございました。
　原さんの実体験をとおして、がんの恐ろしさや予防
についてご講演いただきました。当院は地域がん診療
連携拠点病院であるため地域のみなさんに緩和ケアや
がん教育の普及啓発に努めています。

　4 月 20 日、21 日と「大田原屋台まつり」が開催さ
れ、当院は救護活動を行いました。
　救護活動は赤十字の重要な役割・使命の一つでもあ
ります。イベント等での救護活動や災害訓練を通じて、
赤十字および災害拠点病院として更なる向上を目指
し、スキルアップを図ってまいります。

　がん患者遺族の治療・ケアを行う「遺族外来」を最
初に開設した埼玉医科大学医学部　大西 秀樹 教授を
お招きし「がん患者さんの自殺を防ぐためにできるこ
と～」をテーマに 7 月 6 日にマイタウンホールにてご
講演いただきました。

マイタウン・マイホスピタル

ミニニュース
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 ４月　  入社式

 ４月　  がんの市民公開講座

 ４月　  大田原屋台まつり　救護活動を実施

 ７月　  医療従事者向け地域連携特別講演会
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プラタなす

基本方針
１．赤十字基本原則に則り、地域のための医療を提供します。  
２．患者さんの立場を尊重し、患者さんに信頼される病院をつく
ります。  

３．日々の研鑽を惜しまず、医療の質の向上に努めます。  
４．保健・医療・福祉施設との連携を密にし、地域医療の発展につ
くします。

基本理念
マイタウン・マイホスピタル

～地域に根ざし、ともに歩み、心ふれあう病院に～

編 集 後 記

　気がつけば今年も半年以上過ぎ、夏本番を
迎えました。熱中症対策が大切な季節です。
　こまめな水分補給やほどよい塩分摂取（疾
患によっては主治医に要相談）、バランスの良
い食事、充分な睡眠などちょっとしたことで
すが、普段以上に体調管理に気を付けて、元
気に夏を乗り切りましょう。私も熱中症にな
らないように趣味のゴルフを楽しみたいと思
います。 総務課　鈴木

個室料金(室料差額)改定のお知らせ
　2024 年 6 月 1 日より、個室料金（室料
差額）を改定いたしました。
　これまで、個室料金（室料差額）につい
ては据え置きとしていましたが、近年の光
熱水費の高騰、諸経費の上昇に伴い、料金
を変更せざるを得ない状況となりました。
　これらの諸事情をご賢察いただき、何卒
ご理解賜りますようよろしくお願い申し上
げます。

個室種類 新料金

特別 1 床屋 A 27,500 円

特別 1 床屋 B 18,700 円

1 床屋 A・B 14,300 円

1 床屋 C 8,800 円

緩和ケア 8,800 円

バースセンター 15,000 円
（非課税）

※現在ご入院中で、6 月 1 日より前に個室をご利
用の患者様につきましては、変更前の料金での
請求となります。

※個室料金については保険適用にはならず、全額
自己負担となりますのでご了承ください。

※個室は入室・退室時間に関わらず 1 日単位で料
金が発生します。

※病床状況によりご希望に添えない場合がありま
すので予めご了承下さい。

2024年度「がんのつどい」のご案内
　当院は「地域がん診療連携拠点病院」とし
て、患者さんが集う会を定期的に開催してお
ります。
　同じような体験をされた方と、がんについ
て話してみませんか？

開催日時
毎月第 1 土曜日
10：00 ～ 11：00

（ 8 月は第 3 土曜日開催）

開催場所
那須赤十字病院　多目的ホール

参加対象
がんを経験されている患者さん
支えているご家族

参加費
無料（事前申込が必要です）

今後の予定
・  9 月 7 日（土）フリートーク
・10 月 5 日（土）「薬について」
・11 月 2 日（土）フリートーク
・12 月 7 日（土）

人生の大先輩とがん患者の演奏団によ
るクリスマスミニコンサート
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